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平成 7年 3月 ,それまで32年お世話になった近畿大

学を定年退職した。理工学総合研究所に移った最後の

2年間を除いて,原子力研究所に30年 も継続して勤務
させていただいたのだが,そ の期間は文字通リー貫

して近大炉 UTRと の付き合いであった。顧みると
数々の出来事が思い出され感無量である。実は近畿大

学に移る前にも3年 ほど UTRと 関係があったから,
通算すると34年余りにもなる。なんと人生の半分近く

を UTRと 共に過ごしたわけで,UTR抜 きの自分の
人生は考えられないことを,退職した現在つくづく痛
感している。「老兵はただ消えゆくのみ」と思っていた

が,た またま年報の編集委員から近大炉について昔の

ことを書くようにとの依頼があり, この機会に近大炉

が誕生する前後の思い出を記すことにする。何かのご

参考になれば幸いである。
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東京国際見本市炉

近畿大学炉は,我国の研究用原子炉のうちでも数奇
な運命をもった原子炉である。研究所の研修室に掲げ

られている昭和天皇皇后が UTRの炉心を覗き込ん
でいる写真を目にした方も多いと思うが,あの写真は

京都中央区晴海 5丁目の晴海埠

頭 (現在の国際貿易センター)で開催された第 3回東

京国際見本市のアメリカ原子力特設館に設置され,運

転された近大炉の前身である東京国際見本市炉 UTR
を,若き日の昭和天皇が皇后とご一緒に視察された時
のものである (写真 1)。 小生は,た またまこの原子炉

の設置申請時から係わり合いを持つ機会に恵まれ,設

置工事,解体まで担当したが, この間の事情について

は原子力関係者の間でもほとんど知られていないの

で,近大炉とは直接の関係はないが少々触れることに
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